






































はじめに

ひとが生命を育むいとなみ…自らの生を生き、さらに他の人々の生命と関わりながら、と

もに生きていくこと…は、おそらくあらゆる社会で、大切なこととして考えられているだ

ろう。そしてまた、リプロダクションをめぐる社会と文化のシステムも、人々のそのよう

な意識とともに、そこで暮らしている人たちが、ほとんど意識できないくらい、大きく静

かに人々を包み込んでいる。

本報告の他の論稿より、リプロダクションを取り巻く文化的しくみが明らかにされ、また、

技術革新が生み出した新しい社会心理的葛藤が、少なからず明らかにされてきた。

本稿では、リプロダクションにおける個人の意思決定が、どのような意味をもつのか、そ

の可能性と限界を考えていきたい。


